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職場体験学習 ６月５日（月）から４日間、本校最上級生である9年生が職場体験学習

に行ってきました。受け入れてくださったのは八木町にある(株)虎屋京都工場さんです。期

間中は朝から夕方まで、検品作業など本物の“業務”を体験させていただきました。春には

本校を巣立つ 9年生にとって、未来へ向かって自分の道を選択していく上で、教室では得難

い貴重な時間となったことと思います。快くご協力くださいました(株)虎屋京都工場の皆様、

本当にありがとうございました。 

 

プール学習 今年も夏の風物詩、プール学習が始まりました。学習初日は曇り空の

下、まだ水も冷たく感じる中での水慣れとなりましたが、子どもたちは元気です。笑顔

いっぱいに１年ぶりのプールを味わっていました。カエルやクワガタなど、様々な“お

客様”を迎えながら、宕陰の美しい景色を見下ろす最高に贅沢なプール学習は、夏休み

のプール開放も含め、この先３週間あまり続きます。 

 

科学センター学習 ６月２１日（月）、４年生と 6年生が

伏見区にある京都市青少年科学センターに行きました。プラネタリ

ウムで星座を見たり、わくわくするような化学の実験を見たり、セ

ンターならではの科学の世界の魅力を体感する時間を過ごすこと

ができました。今回はお留守番だった２年生も、先輩たちのお土産

話に胸をときめかせ、早くも来年を楽しみにしているようです。 

 

嵯峨小交流 本校児童にとっても、嵯峨小の児童にと

っても『年に1度のお楽しみ』となっているのが本校と嵯峨

小学校との交流会です。今年も前期課程の児童が嵯峨小学校

に出向き、一緒に学習を行うなど、ともに学校生活を送りま

した。滞在時間は約4時間。初めはぎこちなかった子どもた

ちが、授業や給食、昼休みの遊びなどを経て、あっという間に絆を深めます。別れ際には何十人ものクラスメイトたちが別れを

惜しんで、目一杯手を振って見送ってくれました。少人数でも大人数でも変わらない、子どもたちの素直さや順応性を嬉しく思

うとともに、それぞれの学級での様子を晴れやかに語る５名の子どもたちの表情を見ていますと、小規模校である本校の児童た

ちにとって、毎年のこの出会いが大変意味のある繋がりになっていると改めて感じる１日となりました。 



  

校長室より 

 梅雨前線の停滞により雨の天気が続きます。ただ、

最近はこの前線が活発化し、土砂災害等の災害レベ

ルに達する「線状降水帯」となることがあります。       

先月の 1 日と 2 日の 2 日間、東京で開催された「全

国へき地教育連盟 令和 5 年度春季総会」に参加し

てきましが、実はこのとき、「線状降水帯」が発生し、

西日本では大雨警報が発令されていました。東日本

にも少しずつ影響が出始める中、新幹線が動いてい

る間に京都へ戻ろうと、2 日目は早々に東京を後に

したのですが、すでに愛知県まで大雨はやってきて

いて、小田原駅近くで 4 時間の足止めを食らいまし

た。結局夜遅くに新幹線は運転を中止し、小田原で一

泊をすることになりました。大雨の中ホテルを探し

ましたが、なかなか見つからず、駅前のスーパー銭湯

で一泊することになりました。次の日も新幹線はな

かなか復旧せず、しかたがなく警戒レベルの雨の中、

小田原散策をすることにしました。近くの小田原城

では、「あじさい・菖蒲祭り」という催し物があり、

沢山の花が咲いていました。傘超しに眺めるあじさ

いの花が美しく、人命に関わる災害の中、不謹慎かも

しれませんが、「雨の中でこそ映える景色」を目の前

にし、心が躍りました。 

 ここ宕陰でも、雨の日には、見下ろす棚田の向こう

の山々に雲がかすみ、とても幻想的な風景となるこ

とがあります。自然災害の恐ろしさや、防災の大切さ

は勿論理解はしていますが、雨の中しか見られない

美しい風景が沢山あることも知っています。 

 「全国へき地教育連盟 令和 5 年度春季総会」で

は、「第 10 次長期５か年研究推進計画（令和６年度

～1０年度）」の提案がありました。全国のへき地学

校の研究の指針となるものです。かつて「へき地学

校」といえば、その不便さからかマイナスのイメージ

が強く、いかに「へき地」に光を当てるかということ

が大切なテーマであった時期があります。しかし今

日では、多様な価値観の中、自然豊かな中での人との

関わりや、少人数教育の手厚さから、「へき地」を「優

位性」として捉える考えが主流です。10 月に行われ

る「全国へき地教育研究大会兵庫大会」では、近畿を

代表して宕陰校が「へき地教育」の報告をして参りま

す。また、同月 20 日には本校の研究報告会も行いま

す。「ふるさとに誇りと愛着」をもった「人間性豊か

な子ども」の育成に向け、今年も研究を進めて参りま

す。 

学校教育目標 「一人一人が輝き、自ら未来を創造する人の育成」 

日 曜        ７ 月 行 事 予 定     

1 土

2 日

3 月
①児童生徒朝会　②③確プロ8年
部活動2nd　放課後まなび

4 火
①②③確プロ8年　SC来校
放課後まなび

5 水 ⑥宕陰太鼓　 １万歩運動の日

6 木 フッ化物洗口

7 金 部活動1st　漢字検定

8 土

9 日

10 月
保健安全の日　発育測定　⑤漢字大会
預り金振替日

11 火 ②宕陰太鼓

12 水
１万歩運動の日　本部会
SC来校　フッ化物洗口

13 木
サマーキャンプ1日目４・6年
ＡＬＴ来校

14 金
サマーキャンプ２日目４・6年
個別懇談会Ⅰ 自由参観　巡回文庫

15 土 夏季大会ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ予選会
（１５日～17日のいずれか1日）

16 日

17 月 海の日

18 火 ⑥委員会　個別懇談会Ⅱ

19 水 本部会　個別懇談会Ⅲ　１万歩運動の日

20 木
終業式　給食終了　フッ化物洗口
支部生徒会交流会

21 金
夏季休業開始
夏季学習会・部活動・プール開放

22 土

23 日

24 月 夏季学習会・部活動・プール開放

25 火 夏季学習会・部活動・プール開放

26 水

27 木 市民検診（12：００～１５：３０）

28 金 卓球全市交流会

29 土

30 日

31 月
８月   7日（月）～16日（水）学校閉鎖期間

14日（月）巡回文庫
19日（土）PTA草刈り
22日（火）～23日（水）学習会・部活動
24日（木）2学期始業式
25日（金）給食開始、社会見学（４年）
　　　　　　ジョイプロ６年～9/5
29日（火）合同学習会（後期課程）


